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　ポルトガル語で “O filho tem o direito de ter uma mãe saudável（子供は健康な母を
持つ権利がある）” という言葉があります。

　一昨年、サントス（サンパウロ州）で62歳の女性が不妊治療によって子供を授かり、極
度の妊娠中毒症と難産の末、母子共にUTIで三ヶ月の集中治療を受け、かろうじて生き

延びる事ができたというニュースが話題になりました。

　この事実や他にも高度生殖補助医療による高齢出産の危険性が医学会でも問題視されてきたため、昨年4
月にブラジルの連邦医学審議会(Conselho Federal de Medicina)によって、医師による不妊治療で妊娠出産
できる年齢は50歳までと規準が定められました。

　医療の進歩で寿命が延び、女性の社会進出やピルの服用といったライフスタイルの変化により、妊娠が先
延ばしにされるようになりました。50歳を過ぎてから子供がほしいと思う人も増加しましたが、人体の老化が
遅くなったわけではなく、卵子は一般に35歳から老化する事が認識されるようになりました。
　高齢出産は母子の生命の危険が伴うだけでなく、高齢での育児は、子供が社会人として独立するまでに、母
親が健康に生きていられる確立が低下していきます。

54歳で血栓症を患った女性が、不妊治療は受けられないと診断された
のを偽って治療を受けようとしたケースもありました。高度生殖補助医
療は飛躍的な進歩を遂げていますが、産後20年前後にわたる長い育児
期間を考えると、自然妊娠ではなく不妊治療によって50歳を過ぎてから
でも子供をほしいと言うのは親のエゴではないか、というのが今日の
医学会での捉え方になっています。

＊フェルチクリンの中野英二医師に解説していただきました。

生まれてくる子供の未来のために
―50歳に年齢制限された不妊治療―
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